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A. 次の文を読んで質問に答えなさい。４つの答の内、正しいものを選んでクリックして

ください。 
 
夏休みが終わっての 9 月 15 日、大阪の小学校の教室では、田川先生が 3 年生の生徒たち

にアフリカに住んでいる動物について話をしていました。 
「みなさんは動物園に行ったことがありますか。動物園にはたくさんの動物がいますね。

どんな動物を見たことがありますか。みなさんは、動物園でライオンを見たことがありま

すか。ライオンは昔、世界中の半分ぐらいの地域に住んでいました。むかしはヨーロッパ

にもライオンはいましたが、今はインドに少し残っているほかは、アフリカにしかいませ

ん。ライオンは昔から、100 の野生の動物の王様という意味で、“百獣の王”（ひゃくじゅ

うのおう）と呼ばれていますが、みなさんは何かライオンよりも強い動物を知っています

か。」 
子どもたちはライオンよりも強い動物をいろいろ考え始めたが、そのうちにいたずらっ子

の中村君が手をあげた。 
「中村君、ライオンよりも強い動物はなんですか。」 
「はい、先生、めすライオンです。」 

 
 
 
 
 
つぎの中で正しいのはどれですか。 
□ 中村君はいたずら好きで、中村君のうちではお父さんよりお母さんの方が強いらしい。  
□ 中村君は動物好きで、動物のことならなんでもよく知っている子どもだ。 
□ 中村君はまじめな勉強好きで、どんなことでもよく知っている子どもだ。 
□ 田川先生はアフリカに行ってライオンを見たことがあるようだ。 



B. 次の文をイタリア語に翻訳してください。 
 
１． 友だちが大ぜい集まって、テーブルを囲んで楽しく話している時のことを考えてみ

ていただきたい。 
 
 
２． テーブルの上には、たくさんのお菓子が入っている皿があり、みんなはときどき、

そのおかしを口に入れながら、話をつづけている。 
 
 
３． だが、そのうちにみんなが、さっきから私が説明しようとしている気持ちになる

時が来る。 
 
 
４． 皿の上のおかしの数がだんだんへり、最後の一つとなった時だ。だれ一人として、

それには手を出そうとしなくなる。 
 
 
５． それを手に取り、口に入れてはいけないという理由はない。だが、それをすると、

「あいつはずうずうしいやつだ」という視線が集まるかもしれないから、だれも食べない。 
 
 
 
C. 遠くに住んでいる友だちが誕生日に送ってくれたケータイ電話がこわれていました。

友だちに手紙を書いてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  


